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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
十
年
ぶ
り
に
発
生
し
た
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
が
宮
崎
県
で
猛
威
を
奮
い
、

そ
の
被
害
は
沈
静
化
す
る
ど
こ
ろ
か
拡
大
す
る
一
方
で
、
流
通
が
多
様
化
す
る
中
、
被
害
は
畜
産
業
の
み
な

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
畜
産
農
家
に
お
い
て

は
畜
舎
消
毒
の
徹
底
と
子
牛
の
出
荷
停
止
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
一
方
で
は
、
村
内
二
箇
所
に
消
毒
ポ
イ
ン

ト
を
設
け
昼
夜
を
問
わ
な
い
防
疫
体
制
を
と
り
、
ま
た
、
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
な
ど
、
過
去
に

例
の
無
い
こ
の
緊
迫
す
る
時
期
を
乗
り
切
る
事
が
で
き
た
こ
と
は
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
心

か
ら
感
謝
す
る
し
だ
い
で
す
。

　

長
引
く
雇
用
不
安
や
、
景
気
好
転
が
願
わ
れ
る
中
、
本
村
が
熊
本
県
初
と
な
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認

定
さ
れ
、
全
国
四
十
二
箇
所
の
仲
間
入
り
を
し
た
こ
と
は
、
今
後
豊
か
な
自
然
と
地
域
資
源
を
活
用
し
た
「
潤

い
あ
る
村
づ
く
り
」
の
き
っ
か
け
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
と
宮
崎
県
椎
葉
村
と
の
県
境
が
、
明
治
の
廃
藩
置
県
以
降
、
約
百
四
十
年
ぶ
り
に
合
意
し
、

県
境
確
定
の
記
念
式
典
を
執
り
行
っ
た
こ
と
は
、
両
村
・
両
県
の
歴
史
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
、
今
後
更
な
る

友
好
に
結
び
つ
く
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
地
方
分
権
社
会
へ
の
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
村
づ
く
り
と
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
、
公
営
住
宅
の
建

設
な
ど
村
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
住
め
る
村
づ
く
り
に
務
め
て
参
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
行
政
運
営
・
経
営
能
力
を
高
め
な
け
れ
ば
自
治
体
間
の
格
差
が
顕
在
化
し
て
く
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
難
局
を
村
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
健
康
で
心
豊

か
に
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
四
十
三
年
以
来
、
四
十
三
年
ぶ
り
に
献
上
米
を
熊
本
県
内
で
唯
一
、
本
村
が
取
り
組
み
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、第
一
次
産
業
の
振
興
と
地
場
産
業
の
活
性
化
に
発
展
す
る
よ
う
議
会
と
一
体
と
な
り
様
々

な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
皆
様
方
の
ご
指
導
と
更
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、今
年
一
年
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

水

上

村

長

成　

尾　

政　

紀
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
平
成
二
十
三
年
の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
村
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
身
近
な
出
来
事
と
し
て
隣
の
宮
崎
県
で
四
月
に
発
生
し
た
「
口
蹄
疫
」

で
は
、
四
ヶ
月
も
の
間
に
約
二
十
九
万
頭
の
家
畜
が
殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。
発
生
場
所
が
隣
県
だ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
県
域
を
越
え
た
感
染
拡
大
が
防
げ
た
こ
と
は
、
村
当
局
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
努
力
の
賜
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
五
万
人
以
上
の
国
民
が
熱
中
症
で

病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
は
十
月
に
は
尖
閣
諸
島
付
近
で
起
こ
っ
た
中
国
漁
船
の
海
上
保
安
庁
巡
視

船
へ
の
衝
突
事
件
、
海
外
に
お
い
て
は
、
北
朝
鮮
が
大
延
坪
島
を
砲
撃
し
、
韓
国
軍
兵
士
二
人
と
民
間
人
二

人
が
死
亡
す
る
傷
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
村
内
に
お
い
て
は
歴
史
的
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
廃
藩
置
県
以
来
、
百
四
十
年
間
未
確

定
で
あ
り
ま
し
た
、
熊
本
、
宮
崎
県
境
が
確
定
し
、
県
境
付
近
に
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
歴
史
に
新
た
な
一

頁
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
政
に
お
い
て
は
、
九
月
に
発
足
し
た
菅
改
造
内
閣
が
突
如
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
に
つ
い
て
参
加
検
討
を
表
明
し
、
十
一
月
に
は
「
国
内
の
環
境
整
備
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、

関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る
」
と
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を

決
定
し
ま
し
た
。
例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
前
提
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
単
に
国
内
食
料
自
給
率
の
低

下
を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
地
域
社
会
全
体
を
崩
壊
さ
せ
、
疲
弊
す
る
地

域
経
済
に
拍
車
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
り
、
よ
り
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
的
確
に
判
断
し
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
、「
人
と
自
然
を
活
か
し
て
・
み
ず
か
み
」
の
創
造
を

目
指
し
て
、
執
行
部
と
共
に
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

水
上
村
議
会
議
長

杉　
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
十
二
支
で
四
番
目
の
卯
の
年
（
う
さ
ぎ
年
）
で
す
。
方
位
で
言
う
な
ら
東
の
方
角
、
時
間
で
言
え

ば
午
前
六
時
ご
ろ
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
村
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
真
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
開
か
れ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
三
百
六
十
五
ペ
ー
ジ
の
真
白
な
ノ
ー
ト
に
何
を
書
き
、
何
を
描
き
、
ど
ん
な
色
を
塗
っ

て
い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し
み
な
こ
と
で
す
。
一
日
一
日
が
真
新
し
い
、
そ
の
真
新
し
い
一
日
を
そ

れ
ぞ
れ
に
大
切
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
全
て
一
回
き
り
の
事
で
す
か
ら
今
を
大
事
に
精
一
杯
生

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
涯
を
通
し
て
自
己
を
向
上
さ
せ
て
い
く
絶
え
間
な
い
正
精
神
努
力
が
全
て
か
と
思

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
も
ご
存
じ
の
様
に
少
子
化
の
波
に
は
中
々
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
岩
野
小
学
校

が
七
十
二
名
、
湯
山
小
学
校
が
四
十
五
名
、
中
学
校
が
六
十
八
名
と
大
変
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
子
ど

も
た
ち
は
の
び
の
び
と
学
び
、
頑
張
り
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
。
先
生
方
も
子
ど
も
達
の
将
来
を
夢
見
、

懸
命
に
教
え
導
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
水
上
の
様
な

土
地
に
お
い
て
は
、
地
域
の
力
と
い
い
ま
す
か
、
村
民
一
人
一
人
の
力
、
私
達
を
と
り
ま
く
自
然
環
境
が
子

ど
も
達
を
強
く
、
た
く
ま
し
く
、
心
の
優
し
い
、
豊
か
な
心
を
も
っ
た
人
に
育
て
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

全
て
の
子
ど
も
を
我
が
子
と
し
て
育
て
は
ぐ
く
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
様
、
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
き
一
年
で
あ
り
ま
す
様
お
祈
り
致
し
ま
す
。

水
上
村
教
育
委
員
長

永　

石　

一　

光

4



5

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
、

熊
本
県
（
水
上
村
）
と
宮
崎
県
（
椎

葉
村
）
の
県
境
確
定
に
伴
う
記
念
碑

除
幕
式
と
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
明
治
の
廃
藩
置
県
以
来

百
四
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
平
成

二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
に
両
村

議
会
に
見
守
ら
れ
る
中
、
調
印
式
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
碑
除
幕
式
当
日
、
身
が
引
き
締

ま
る
ほ
ど
の
冷
え
込
み
の
中
、
神
事

が
厳
粛
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
除
幕
の
紐
が
両
村

長
、
両
議
会
等
で
解
き
放
さ
れ
る
と
、

そ
こ
に
は
東
国
原
宮
崎
県
知
事
書
の

「
和
界
」
と
刻
み
込
ま
れ
た
立
派
な
記

念
碑
が
表
れ
ま
し
た
。
こ
の
和
界
の

文
字
は
、
熊
本
県
の
郷
土
史
家
で
あ

る
渋
谷
敦
さ
ん
（
錦
町
）
が
、「
和
や

か
に
県
境
界
が
定
ま
っ
た
」
と
の
意

味
を
込
め
命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

除
幕
後
、
出
席
者
全
員
で
記
念
の
写

真
撮
影
を
行
い
、
両
村
長
は
、
こ
の

日
を
か
み
し
め
る
思
い
で
記
念
碑
の

前
で
熱
く
握
手
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
矢
立
キ
ャ
ン
プ
場
に
会

場
を
移
し
、
記
念
祝
賀
会
を
挙
行
。

こ
の
祝
賀
会
で
成
尾
村
長
は
、「
境
界

は
、
両
村
の
信
頼
が
あ
っ
て
解
決
に

向
か
っ
た
。
ま
さ
に
歴
史
に
残
る
出

来
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
更
な

る
友
好
と
地
域
振
興
を
共
に
進
め
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
平
成
二
十
二
年
十
一

月
二
十
七
日
。
こ
の
日
は
、
両
村
に

と
っ
て
、
そ
し
て
両
県
に
と
っ
て
歴

史
あ
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
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平
成
二
十
二
年
第
四
回
臨
時
議
会
が
十
一
月
二
十
二
日
に

一
日
間
の
会
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
人
事
委
員
勧
告
に
基
づ
く
議
員
、
村
長
、
教
育

長
及
び
職
員
の
給
与
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
村
条
例
の
改
正

や
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に

審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交

渉
へ
の
参
加
阻
止
に
か
か
る
緊
急
要
請
な
ど
陳
情
二
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

○
条
例
改
正

・
水
上
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
水
上
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
水
上
村
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
水
上
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
予
算　

・
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）

○
陳
情　

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
阻
止
に
か
か
る
緊
急
要
請
に
つ

い
て

・
尖
閣
諸
島
付
近
で
起
こ
っ
た
中
国
漁
船
の
領
海
侵
犯
、

海
上
保
安
庁
巡
視
船
へ
の
衝
突
事
件
の
真
相
究
明
と
国

の
毅
然
と
し
た
対
応
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
そ
の
他

　

・
継
続
審
査
申
出
書

第
四
回
水
上
村
議
会
臨
時
会

岩野保育所・
湯山保育所発表会

　岩野保育所 12 月４日（土）、湯山保育所 12 月
11日（土）に、発表会が開催されました。
　岩野保育所 70 名、湯山保育所 41 名の園児た
ちが、大勢の保護者が見守る中、緊張しながらも
立派に披露してくれました。
　たくさんの応援、ありがとうございました。

ゆやま

いわの
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水
上
村
出
身
の

水
上
村
出
身
の

　
　

九
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕

　
　

九
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生
! !! !

水
上
村
出
身
の

　
　

九
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生
! !

　

去
る
、
十
一
月
二
十
日
・

二
十
一
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ
た

第
十
四
回
九
州
高
等
学
校
新
人
柔

道
大
会
に
於
い
て
、
水
上
中
学
校

柔
道
部
出
身
の
那
須
喜
樹
選
手

（
東
海
大
付
属
第
五
高
等
学
校
）

が
、
団
体
戦
・
個
人
戦
と
も
に
、

優
勝
し
ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
チ
ー
ム
の
主
力
選

手
と
し
て
福
岡
県
予
選
か
ら
ポ
イ

ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
、

九
州
大
会
で
も
実
力
を
発

揮
。
決
勝
戦
で
東
海
大
付
属

第
二
高
等
学
校
を
三
対
一
で

下
し
、
ま
た
、
個
人
戦
で
は

一
〇
〇
キ
ロ
級
に
出
場
し
一

回
戦
か
ら
決
勝
戦
ま
で
、
全

て
に
お
い
て
一
本
勝
ち
を
収

め
、
圧
巻
の
勝
利
を
お
さ
め

ま
し
た
。
今
後
の
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　第２回公認熊本水上ロードレース大会が 11 月 29 日（日）、水上
村の湯山運動広場において、人吉球磨地域での陸上普及と水上村の
活性化などを目的に同村と熊本陸協で開催しました。開会式では、
地元出身で招待選手の早田哲也選手（ＪＲ九州）が選手宣誓を行い、
各種目がスタート。
　ハーフマラソンの部はンジェリ・スティーブン選手（福岡陸協）
がスタートから独走態勢に入り、１時間２分６秒の大会新記録で優
勝しました。
　高校男子10㎞の部は、齋藤龍二選手（福岡第一高校）が31分53秒、
一般女子５㎞の部は、久木田莉奈選手（宮崎日大高校）が 16 分 59 秒、
中学男子５㎞の部は、菱刈大貴選手（錦中学校）が 16 分 39 秒で優
勝しました。村民のみなさま、大会当日はあたたかい沢山の声援あ
りがとうございました。

ハーフマラソン優勝の
ンジェリ・スティーブン選手

選手宣誓を行う早田哲也選手

100キロ級決勝戦
体落しで佐賀県代表に1本勝ちの瞬間
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岩野公民館 図書室より⑫月の新刊を紹介します！
書　　　　　　名 著者名 書　　　　　　名 著者名

風のなかの櫻香 内田　康夫 誇　　り 今野　敏・東　直己
堂場　瞬一

５歳まで施設で育ち、奈良の由緒ある尼寺に養女へ行った櫻香。
中学生になった彼女の周りで、次々に不審な出来事が起こる。
相談を受けた浅見光彦は、謎を追って鳥羽へ。

俺にしかできない仕事がある。
当代きっての書き手が描く、心にしみる男の生き方。
静かに熱い珠玉の警察小説集。

尖閣戦争
米中はさみ撃ちにあった日本

西尾　幹二
青木　直人 江－姫たちの戦国－　上 田渕　久美子

アメリカとがっちり手を握った中国が、日米安保空洞化の虚をつく。
そのとき、日本はどうするか。
はたして活路はあるのか！？

戦国の世の運命に翻弄された、美しき浅井三姉妹の三女、江。
その波瀾の生涯。
女の戦は生きること　本日只今を生きること

江－姫たちの戦国－　中 田渕　久美子 江－姫たちの戦国－　下 田渕　久美子
幕府の開闢に深く関わった江と、その幕府に幕を引いた篤姫。
女たちはただひとえに争いのない日々を思い、恒久的な泰平を願っ
ていたのではないだろうか。

「そのまま大きゅうなれ、お江。おのれを信じ、おのれの思うまま
存分に生きよ」伯父信長の声が風にのり、聞こえた気がした。

ねむり 村上　春樹 老いの才覚 曽野　綾子
彼らは何もしらない。世界が何の変化もなく、これまでどおりに動
いていると信じきっている。世界は、彼らの知らないところで変化
を遂げている。とりかえしのつかないまでに・・・。

年の取り方を知らない老人が急増してきた！自立した老人になり人
生を面白く生きるための７つの才覚の持ち方

いわゆるA級戦犯 小林　よしのり 白銀ジャック 東野　圭吾
そもそもA級戦犯とは、何か？

この禁断の書を読んで、あなたは、きっと驚愕する！
人質は、雪の上にいる者すべて…。すべての鍵は、一年前に血に染まった
禁断のゲレンデにあり。犯人との命を賭けたレースが始まる。

伝説の迷路 香川　元太郎 星の王子さま サンテグジュペリ
ヤマタノオロチの世界から神話と物語の旅へ迷路をぬけ、かくし絵
をみつけるんだ！君は、本の世界から無事にもどってこられるかな？

池澤夏樹訳による初めての絵本化。子供が読める！子供と読める！声
に出して読める！原作の魅力を一層鮮明にした新しい「王子さま」です。

ふうとはなとうし いわむらかずお
野に生きる子うさぎ「ふう」と「はな」の毎日は、驚きと発見に満
ちた冒険の日々です。自然から沢山の事を感じ取り、命の仕組みを
学んでいきます。

～　クラブ種目活動紹介　～

　水上元気クラブは、10 種目の教室を４月から活動を始
めています。今回は学童野球教室を紹介します。
◆　指導者コメント　
　学童野球クラブは現在22名で楽しく活動しています。中
学生になるまでに基本的な技術やルールを学んでもらう
事はもちろん、日常生活でも大切な「あいさつをきちんと
する事」・「道具を大切にする事」に重点を置いて指
導しています。
　毎週日曜日の午前８時半から正午まで中学校グ
ランドをお借りして練習を行っていますので、興
味のある方はお気軽に見学してください。

◆　コーチ紹介　小林　尋志・椎葉　謙治・
　　　　　　　　井上　将史・井手　拓郎・
　　　　　　　　椎葉　裕之
◆　練習日等　
　日　時　毎週日曜日　午前８時 30 分～正午
　場　所　水上中学校野球場
　部　費　月１，０００円

イメージキャラクター
ゴイシツバメシジミ　
「シジミちゃん」

◆　協賛店紹介　◆
　元気クラブに入会されますと、商工会青年部
事業所による会員特典があります！！
協賛店の皆様、大変お世話になります。
会員特典協賛店：民宿　川原
特典：お茶購入の方、１割引き

◆　お問い合わせ先　◆
　水上元気クラブ事務局（水上村教育委員会内）
　ＴＥＬ：４４－０３３３　ＦＡＸ：４４－０３２９

お問い合わせ先
　水上村教育委員会　ＴＥＬ：４４－０３３３
　　　　　　　　　　ＦＡＸ：４４－０３２９
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水上村農業委員会
　Tel　０９６６－４４－０３１４　Fax　０９６６－４４－０６６２

熊本県立農業大学校
平成23年新規就農支援研修生募集案内

　熊本県立農業大学校（以下農大）の新規就農支援研修は、これから県内で新たに農業を担
う方々が、基礎的な農業技術を体系的に学ぶための研修です。
１　研修実施期間　
　　平成23年４月11日（月）～12月９日（金）
　　受講日：毎週２日（月曜と金曜、又は、火曜と金曜）８時50分～16時20分
　　　　　　11月・農家派遣研修18日間（日帰り）
２　募集定員　60人程度
３　出願資格
県内において、農業を始めて間もない方や、これから農業を始めようとする方で、本格的な農業をめざす方（概ね63歳以
下）

４　研修内容
　（１）栽培に関する基礎技術の講義及び実習
　　　：野菜栽培、畑作物栽培及び土づくり等
　（２）経営者として必要な知識技術に関する特別講義等

：営農計画、農業機械、農産物流通、農地制度、農業金融、農業簿記、環境保全型農業、先進事例視察、学園祭参加、
農業経営者の体験談等

　（３）農家派遣実習
５　受講料　　無料（ただし、教科書、資料代等は受講生の実費負担）
６　出願手続
　　所定の受講願書に必要事項を記入し、郵送又は持参してください
　　　出願期間：平成23年１月17日（月）～２月10日（木）
　　　出願先：〒861-1113　合志市栄3805　熊本県立農業大学校（研修部）ＴＥＬ　096-248-1188
　　　※願書は農大または各地域振興局にご請求ください。
　　　　農大ＨＰからもダウンロードできます。http://www.pref.kumamoto.jp/site/noudai/
７　受講者の選考
　（１）選考方法：書類審査及び面接（面接日　平成22年２月22日（火）または23日（水））
　（２）選考結果の通知：３月上旬に出願者あてに通知します

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業7474

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
で
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
に
常
に
注
意
を
払
い
、
人
権

が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を

受
け
る
と
と
も
に
、
被
害
者
救
済
の
た

め
、
す
み
や
か
に
適
切
な
処
置
を
と
り

ま
す
。
ま
た
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な

ど
を
通
じ
て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活

動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

水
上
村
に
は
、
水
上
村
長
か
ら
推
薦

さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

○
坂
口　

守
雄
さ
ん　
　

水
上
村
岩
野

○
岩
井
田
惠
美
子
さ
ん　

水
上
村
湯
山

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

十
月
一
日
か
ら
岩
井
田
惠
美
子

さ
ん
が
新
し
く
委
員
に
な
ら
れ
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
。

岩井田 惠美子さん

　現在の防災行政無線戸別受信機（アナロ
グ方式）は、平成 23 年で生産終了となりま
すので、“防災無線がまったく聞こえないご
家庭”を対象に一斉整備（平成 23 年度）を
計画しています。ご希望の方は下記までご
連絡ください。
　なお、一斉整備以降は戸別受信機の希望
にお応えができませんので十分ご注意をお
願いします。
※修繕に関しては今後も可能です。現在故
障中の受信機につきましても下記の期限
までご持参ください。

申し込み期限：平成23年１月20日（木）〆切
（注）今回が最後の希
　　  望調査です !!
※前回の調査回覧時に希
望いただいた方は連絡
の必要はありません。

防災無線戸別受信機整備
希望調査について

お問い合せ先
　水上村役場総務課　電話番号　44-0311

生産終了となる戸別受信機→

お問い合せ先：水上村役場　住民福祉課
　　　　　　　電話番号　44-0313
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熊本県歯科医師会
地域いきいき通信より

歯周病と心臓病

動脈硬化とは、血管が厚く硬くなり血管の内側が狭まる病気
です。これが、心臓の筋肉に栄養を送る冠動脈におこり、血
管が狭くなったり（狭心症）、詰まったりする（心筋梗塞）
のが虚血性の心臓病です。
歯周病菌が動脈硬化をおこしている血管に付着すると、血管
を狭める作用を促進すると考えられています。そこが冠動脈
でおこれば、虚血性の心臓病となるのです。動脈硬化をおこ
している血管の細胞から、歯周病菌が検出されているとの報
告があります。

コレステロールなどが取り込まれて、血管の壁には
アテローム（おかゆ状の沈着物質）がついてきます。
このアテロームから歯周病菌が検出されます。

歯周病とは…
　歯と歯ぐきの境目に付いた歯垢の中
の細菌が毒素を出して、歯ぐきと歯を
支えるあごの骨を破壊し、ついには無
傷の歯までも抜けてしまう病気です。
　病気の特徴として、進行が遅く自覚
症状が少ない、手遅れになることが多
い点です。

予防としては…
　歯みがきと定期的な歯科受診（歯石
や歯垢を取り除くこと）

　　早期治療が重要です！！

歯周病は、動脈硬化や狭心
症・心筋梗塞などの心臓病
のリスクを高めます

心筋梗塞
狭心症

冠動脈

感染力の強いノロウイルスによる食中毒に注意しましょう！！
　毎年、特に冬期に、ノロウイルスを原因とする食中毒や感染症が多く発生します。　ノロウイルスは手
指や食品などを介して経口的に感染し、おう吐、下痢、腹痛などを起こします。
　子どもやお年寄りなどの抵抗力の弱い方は、ノロウイルスに感染した場合、重篤化しやすいので、特に
注意が必要です。
　ノロウイルスに対して、アルコールは消毒効果がありません。
　ノロウイルスによる食中毒や感染症を防ぐためには、ノロウイルスを「消毒」するのではなく、「洗い落
とす」こと、つまり「手洗い」を習慣づけることが大切です。

予防の基本は手洗いです！
次の場合には、手首まで手全体をしっかり洗いましょう。
特に、手のしわ、指の間、指先は念入りに洗いましょう。
1.　調理をする前、トイレに行った後 
2.　魚介類など生もの（特にカキ、あさり、はまぐり等の二枚貝）を取り扱った後 
3.　加熱調理されずに提供・喫食される食品（サラダ、和え物、刺身等）の調理や盛り付け作業前 

感染を拡大しないためには、
（１）下痢やおう吐等の症状がある方は、食品を直接取り扱う作業をしないようにしましょう。
（２）特に子どもやお年寄りなどの抵抗力の弱い方は、加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱して

食べましょう。　　また、調理器具等は使用後に洗浄、殺菌しましょう。（次亜塩素酸ナトリウムでの消
毒・８５℃以上で1分以上の加熱が有効）

お問い合わせ先
　水上村役場住民福祉課　TEL 44-0313

住民福祉課からのお知らせ



11

　

み
な
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　
「
年
金
な
ん
て
先
の
こ
と
だ
か

ら
ま
だ
関
係
な
い
」
と
思
っ
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
二
十
歳
を
迎

え
る
と
、
様
々
な
権
利
と
と
も
に

義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。
厚
年
年
金
保
険
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
い

て
、
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、
や
が

て
誰
に
も
訪
れ
る
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
や
死
亡
し
た
と
き
に
私
た

ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
、
み
ん
な
で
保
険
料
を
出

し
合
い
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度

で
す
。
た
だ
し
、
加
入
の
手
続
き

や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、「
あ
の
と
き
に
・・・
」

と
後
悔
す
る
前
に
必
ず
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
取
り
ま
し
ょ

う
！

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保

険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
福
祉
課

で
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nenkin.

go.jp/index.htm
l

）
で
も
案
内
し

て
い
ま
す
。

○
住
民
福
祉
課

　
　
　

四
四
ー
〇
三
一
三

特別障害者手当
　身体または知的・精神に著しく重度の障がいがあり、日常生活に常に介護を必要とする 20歳以上の在宅
の重度障がい者に対して支給される手当です。
★障害者自立支援法等に定める施設に入所されている方、病院または診療所に３ヶ月を超えて入院されてい
る方には支給されません。
★所得による支給制限があります。
★手当は２月、５月、８月、11月にそれぞれ前月までの３か月分が支給されます。
★障がいの状態は、原則として診断書を提出していただき審査することになります。

障害児福祉手当
　身体または知的・精神に重度の障がいがあり、日常生活に常に介護を必要とする 20歳未満の在宅の重度
障がい者に対して支給される手当です。
★児童福祉法等に定める施設に入所されている方、障がいを支給事由とする給付で政令で定めるものを受給
されている方には支給されません。
★所得による支給制限があります。
★手当は２月、５月、８月、11月にそれぞれ前月までの３か月分が支給されます。
★障がいの状態は、原則として診断書を提出していただき審査することになります。

特別児童扶養手当
　身体または知的・精神に中度以上の障がいのある 20歳未満の児童を養育している父か母、または父母に
代わって養育している者に対して支給される手当です。
★所得による支給制限があります。
★手当は４月、８月、11月にそれぞれ前月までの４か月分が支給されます。
★障がいの状態は、原則として診断書を提出していただき審査することになります。

お問い合わせ先
　水上村役場住民福祉課　福祉係　TEL 44-0313（直通）
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★１月の税金
住民税（４期）
国民健康保険税（９期）
後期高齢者医療保険料（９期）

納　期　限：１月３１日 (月 )
口座振替日：１月２５日 (火 )

★　納税は口座振替で
　毎月２５日に、口座から引き落としますので、
わざわざ納税に出向く必要がなく、納め忘れがあ
りません。
　手続きは、預金通帳と印鑑（届出印）を持参され、
取扱い金融機関の窓口へお申込みください。

取扱い金融機関の窓口
肥後銀行・JA球磨・熊本県信用組合・
ゆうちょ銀行・熊本ファミリー銀行

税・使用料等のお問い合わせ先
水上村役場
・税　務　課（44-0316）：住民税・固定資産税・軽自動車税
・住民福祉課（44-0313）：国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・水道料・保育料
・建　設　課（44-0315）：住宅料・下水道料
・教　育　課（44-0333）：給食費・奨学金・教員住宅料

納期内納付にご協力ください。

　湯山小学校において 11 月 15 日（月）、岩野小学校においては 18 日（木）、水上村長とそれぞれの団体長よ
り、小学生「税の習字」の優秀作品への表彰式が行われました。
　入賞作品については、人吉市のイスミ本館へ展示され、また、その作品の複製は、水上村役場会計室前に
展示されております。
　どの作品も村の未来を夢見る子どもたちの強い思いを感じる作品でした。これをきっかけに本村の税金へ
のご理解と納付率向上を期待したいと思います。

税を知る週間で習字表彰税を知る週間で習字表彰 「税の習字」「税の習字」税を知る週間で習字表彰税を知る週間で習字表彰 「税の習字」「税の習字」税を知る週間で習字表彰 「税の習字」

村長賞
湯山小１年　小原 百々香さん

人吉球磨地区納税貯蓄組合連合会長賞
湯山小５年　那須 美月さん

団体長連絡協議会長賞
岩野小３年　椎葉 勇大くん

確
定
申
告
に
関

す
る
ご
相
談
は
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー

「
０
」番
へ
！

　

熊
本
国
税
局
で
は
一
月
二
十

日（
木
）か
ら
三
月
十
五
日（
火
）

の
期
間
、「
確
定
申
告
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
所

得
税
、
消
費
税
及
び
贈
与
税
の

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
等

に
電
話
で
お
答
え
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電

話
に
お
か
け
い
た
だ
く
と
、
自

動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、「
０
番
」を
選
択
し
、

用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。
申
告

会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
、
申
告
書
の
記
載
方
法
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
電
話
を

転
送
さ
れ
た
職
員
等
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合

や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

人
吉
税
務
署

　
（
電
話
二
三
ー
二
三
一
一
）

　

※
自
動
音
声
案
内
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人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

の
平
成
二
十
三
・
二
十
四

年
度
指
名
願
の
定
期
受
付

に
つ
い
て

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

で
は
、①
建
設
工
事
、②
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び

③
物
品
調
達
に
つ
い
て
、平
成

二
十
三
・
二
十
四
年
度
の
指
名
願

の
定
期
受
付
を
左
記
の
期
間
に
行

い
ま
す
。

○
受
付
期
間　

平
成
二
十
三
年
二

月
一
日（
火
）〜
二
月
二
十
八
日

（
月
）

※
土
日
祝
日
は
除
く

午
前
九
時
〜
午
後
五
時（
午
後

十
二
時
〜
一
時
は
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
、平
成
二
十
二

年
二
月
二
十
八
日（
月
）ま
で

の
消
印
有
効

　

詳
細
・
様
式
等
に
つ
い
て
は
、人

吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。ま
た
、問
い

合
わ
せ
は
、人
吉
球
磨
広
域
行
政

組
合　

総
務
課　

管
理
係
ま
で
。

　

Q
二
二
ー
八
五
五
八

　

S
二
二
ー
八
五
六
〇

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kanri@
union.hitoyoshikum

a.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

hitoyoshikum
a.com

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
二
十
三
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
の
加
入
受
付
が
三
月
か

ら
開
始
！

　

万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　

団
体
活
動
を
行
う
五
名
以
上
の

方
々
で
御
加
入
で
き
ま
す
。

　

団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団
体
活

動
へ
の
往
復
中
の
事
故
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・
賠

償
責
任
保
険
・
共
済
見
舞
金
が
あ

り
ま
す
。

　

掛
金
は
子
ど
も
が
年
額
六
百
円

か
ら
、高
校
生
以
上
の
大
人
に
つ

い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額

が
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

<

お
問
い
合
わ
せ
先>　

ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　

Q
〇
九
六（
二
一
三
）九
〇
一
五

一
日
駅
長
さ
ん
募
集

　

い
よ
い
よ
来
年
年
三
月
十
二
日

（
土
）九
州
新
幹
線
全
線
開
業
！

お
名
前
が
つ
ば
め
・
さ
く
ら
・
み
ず

ほ
ち
ゃ
ん
大
募
集
！

　

開
業
日
当
日
は
、熊
本
駅
、玉
名

駅
、新
八
代
駅
に
お
い
て
出
発
式
・

開
業
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、出
発
式
で
発
車
号
令

を
行
っ
て
い
た
だ
く「
一
日
駅
長

さ
ん
」を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
限
】　

平
成
二
十
三
年
一

月
三
十
一
日

　

※
当
日
消
印
有
効

【
募
集
人
数
】　

各
駅
一
〜
三
名
を

予
定

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】以
下
の
条
件
を
全
て

満
た
す
方

一
．県
内
在
住

二
．五
歳
〜
十
二
歳（
平
成
二
十
三

年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

三
．お
名
前
が「
つ
ば
め
」「
さ
く

ら
」「
み
ず
ほ
」と 

読
む
方（
男

女
不
問
）

四
．開
業
日
当
日
の
午
前
五
時

に
各
駅
に 

来
場
可
能
な
方

（
保
護
者
同
伴
）

【
一
日
駅
長
さ
ん
の
お
仕
事
】一
番

列
車
の
発
車
号
令 

【
新
幹
線
試
乗
会
へ
ご
招
待
】一
日

駅
長
さ
ん
に
選
ば
れ
た
方
に

は
、平
成
二
十
三
年
二
月
十
三

日（
日
）に
行
わ
れ
る
新
幹
線
試

乗
会
へ
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

（
二
名
一
組
）

【
応
募
方
法
】ハ
ガ
キ
に
一
．お
子

さ
ま
の
氏
名
・
年
齢　

二
．保
護

者
氏
名　

三
．住
所　

四
．電
話

番
号
を
明
記
の
上
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】熊
本

県
新
幹
線
建
設
促
進
期
成
会
事

務
局（
熊
本
県
交
通
対
策
総
室 

新
幹
線
・
並
行
在
来
線
対
策
室
）

〒
八
六
二
ー
八
五
七
〇　

熊
本

市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
ー
一

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
一
六
七

職
業
適
性
検
査
実
施
の

お
知
ら
せ

・
実
施
期
間　

平
成
二
十
三
年
一

月
〜
三
月

・
対
象
者　

学
校
を
卒
業
し
、
現

在
就
職
活
動
を
行
う
上
で
職
業

探
索
や
職
業
選
択
の
相
談
を
望

む
方

・
検
査
名
称　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味

検
査

・
実
施
人
数　

百
人
ま
で

・
相
談
方
法　

来
所
（
事
前
予
約

制
、
個
別
式
で
実
施
）

・
検
査
費
用　

検
査
及
び
検
査
結

果
の
説
明
・
助
言
は
無
料

◆
申
し
込
み
先　

く
ま
も
と
県
民

交
流
館
パ
レ
ア　

し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

利
用
時
間
：
毎
日
午
前
九
時
〜

午
後
七
時
（
月
一
回
程
度
の
休

館
日
を
除
く
）

就
業
支
援
相
談　

〇
九
六
ー

三
五
五
ー
二
二
二
四

　「毎月第３木曜日」に行政相談所を開設して
います。お気軽にご相談ください。

１月は20日（木）
　　　　午後１時～午後３時
　場所：水上村役場
　　　　　　二階和会議室

◇お問い合わせ先
　水上村役場　総務課　℡44-0311
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月 日 曜日 終　　日 半　　日 小　児　科（終日）

12 29 水

古城病院（水上村）　　  （℡ 44-0321）
そのだ医院（湯前町）　  （℡ 43-2063）
宮原医院（多良木町）　  （℡ 42-2082）
渡辺医院（多良木町）　  （℡ 42-2541）
仁田畑クリニック（多良木町）　  （℡ 42-1123）
東病院（あさぎり町）　  （℡ 45-5711）
こんどう整形外科（あさぎり町）　  （℡ 45-6555）
桑原医院（あさぎり町）　  （℡ 45-0205）
増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）　  （℡ 45-8001）
高田内科医院（錦町）　   （℡ 38-3677）
ほづみ皮膚科医院（錦町）　  （℡ 26-5300）
小川整形外科医院（錦町）　  （℡ 38-3455）
緒方医院（相良村）　　  （℡ 35-0131）
権頭医院（相良村）　　  （℡ 36-0008）
球磨村診療所（球磨村）　  （℡ 32-0377）

犬童耳鼻咽喉科（多良木町）
（℡ 43-0777）

犬童内科胃腸科医院（あさぎり町）
（℡ 45-1125）

酒瀬川内科（錦町）
（℡ 38-0050）

小林クリニック（錦町）
（℡ 38-5670）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町（℡ 22-2251）

12 30 木

古城病院（水上村）　　  （℡ 44-0321）
東病院（あさぎり町）　  （℡ 45-5711）
増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）　  （℡ 45-8001）
緒方医院（相良村）　　  （℡ 35-0131）
権頭医院（相良村）　　  （℡ 36-0008）
球磨村診療所（球磨村）　  （℡ 32-0377）

宮原医院（多良木町）　  （℡ 42-2082）
仁田畑クリニック（多良木町）　  （℡ 42-1123）
こんどう整形外科（あさぎり町）　  （℡ 45-6555）
高田内科医院（錦町）　  （℡ 38-3677）
酒瀬川内科（錦町）  　（℡ 38-0050）
小川整形外科医院（錦町）　  （℡ 38-3455）

増田クリニック
人吉市五日町（℡ 22-3570）

12 31 金 東病院（あさぎり町）　  （℡ 45-5711）
深水内科医院（錦町）　  （℡ 38-3221）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町（℡ 22-2191）

１ １ 土 田中医院（錦町）　　　  （℡ 38-0061） 公立多良木病院小児科
多良木町（℡ 42-2560）

１ ２ 日 古城病院（水上村）　　  （℡ 44-0321）
深水内科医院（錦町）　  （℡ 38-3221）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町（℡ 24-2222）

１ ３ 月
渡辺医院（多良木町）　  （℡ 42-2541）
酒瀬川内科（錦町）　　  （℡ 38-0050）
緒方医院（相良村）　　  （℡ 35-0131）

やまむら医院
あさぎり町（℡ 45-0005）

月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

１ ９ 日 宮原医院（多良木町）
（℡ 42-2082）

小川整形外科医院（錦町）
（℡ 38-3455）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町（℡ 22-2251）

１ 10 祭・月 仁田畑クリニック（多良木町）
（℡ 42-1123）

こんどう整形外科（あさぎり町）
（℡ 45-6555）

増田クリニック
人吉市五日町（℡ 22-3570）

１ 16 日 横山医院（多良木町）
（℡ 42-2132）

小林クリニック（錦町）
（℡ 38-5670）

権頭医院（相良村）
（℡ 36-0008）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町（℡ 22-2191）

１ 23 日 仁田畑クリニック（多良木町）
（℡ 42-1123）

ほづみ皮膚科医院（錦町）
（℡ 26-5300）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町（℡ 24-2222）

１ 30 日 井口医院（多良木町）
（℡ 42-5570）

増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）
（℡ 45-8001）

増田クリニック
人吉市五日町（℡ 22-3570）

※未定については、決まり次第お知らせいたします。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（年末年始・１月）　◆

お詫びと訂正
　広報12月号11ページ
の⑵平成21年度水上村
会計別決算総括表、一般
会計の翌年度へ繰越す
べき財源の額が誤って
いましたので次のとお
り訂正します。
　（誤）192,472,000円
→（正） 26,116,000円
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●今月の人口●
　男　………1,177 人
　女　………1,333 人
　計　………2,510 人
戸　数………  933 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 22 年 11 月末現在

よろしくね！

戸浦　彩
あや

ちゃん（女）
（平成 22年 10月 15日生まれ）

水上村大字湯山
父：公昭さん　母：夏子さん
元気にすくすく育ってね。

１月の行事予定
１月  5日㈬　成人式（岩野公民館）
１月  7日㈮　水上村消防団出初め式（岩野小学校）
１月16日㈰　桜の里一周駅伝大会（もみじ公園）
１月30日㈰　岩野地区駅伝大会（川内集会場）

※予定ですので、変更になることがあります。

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：10日・17日・24日・31日

１月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

１
  6日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

13日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

20日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

27日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
   25 26 27 28 2923 30 24 31

－　年末年始のごみの出し方　－
　年始のごみ収集は、６日の燃えないごみの収集日からです。
　クリーンプラザへのごみの持ち込みは、年末は12月30日までで、年始は１月４日からと
なっています。
　この時期は、ビールの缶や焼酎、酒のビンが大量に消費されます。ビールの缶はアルミ缶で
す。水ですすいでリサイクルセンターに出すか、第２、第４週の木曜日のリサイクルごみ収集
日に出してください。焼酎、ワイン等の小ビンは、色つきか透明かに分けて水ですすいでリサ
イクルセンターに出すか、茶色ビンと透明ビンは第２、第４週の木曜日のリサイクルごみ収集
日に出してください。焼酎の１升ビンは、村の収集では取り扱いませんので、小売店等に引き
取ってもらってください。

お問い合わせ先　水上村役場住民福祉課　☎44-0313
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　平成23年は辛卯（かのとう）。60干支の28番目です。還暦を迎えるの
は昭和26年生まれの皆さん。寅年の年男・年女は明治36年、大正４年・昭
和２年、昭和14年、昭和26年、昭和38年、昭和50年、昭和62年、平成
11年生まれの皆さんです（※誕生日が元旦から節分までの人は前年の干支
とされています）。
　「卯」の字は「茂る」意味で、草木が地面をおおう状態を表しているそ
うです。
◆ 卯年生まれの人はこんな人 ◆
　温和で社交的、周りの人々から愛されます。何事もおちついて、品の
ある行動を取る事を心がけていますので、接待などの交渉の場に向いて
いる存在だと言えます。

平成2３年の干支・辛卯（かのとう）


